
正解は次回でお知らせします。

  

　　私は郷公園に住んでいます。

　　さて、誰だかわかりますか？

　    

前回の　 答えです！

皆さん、わかりましたでしょうか？

実ということはわかったと思います。

正解は「アベマキの実」です。

たくさんの方に、お問合わせをいただきました。

ありがとうございました。　　　

問い合わせ先
兵庫県立コウノトリの郷公園
  〒668-0814　豊岡市祥雲寺字二ヶ谷１２８番地

　TEL ： ０７９６-２３-５６６６　   

  FAX ： ０７９６-２３-６５３８

　　 E-mail 　: kounotori@stork.u-hyogo.ac.jp   

     URL    　: http://www.stork.u-hyogo.ac.jp

　　 開園時間 : ９ ： ００～１７ ： ００　　

     休園日　 ： 毎週月曜日 （休日に当たるときはその翌日） ・ １２月２８日～１月４日　   

    

２　野外にいるコウノトリの羽数

オス メス 不明 計
放鳥コウノトリ 9 12 21
昨年までに野外繁殖により増えたコウノトリ 1 5 1 7
今年の野外繁殖により増えたコウノトリ 2 5 9

計 12 22 3 37
2

＊8/15に一時収容した伊豆地区人工巣塔から巣立った幼鳥（オス）を含みます。

＊

１　飼育コウノトリの羽数

県立コウノトリの郷公園
附属飼育施設コウノトリ保護増殖センター

計
＊山本放鳥拠点にいる個体は、飼育コウノトリとして数えます。

山本放鳥拠点（方法２：H21.9.27着手） 211
995148

311516
663531
計オス メス

コウノトリの羽数 （H21.10.31 現在）

幼鳥

飛べない状態にしたペア
を放鳥拠点で飼育・繁殖
させ、巣立ちした幼鳥を
自由にさせます

方法２
適切な場所から、複数の

個体を一斉に放鳥します

方法１

飛べない状態にした複数の
メスを放鳥拠点で飼育し、
飛翔可能な複数のオスを付
近に放鳥し、繁殖させます

方法４
オスとメスを放鳥拠点で飼
育し、拠点を認知したころ
に自由にさせます

方法３

唐川放鳥拠点
H21.10.31 放鳥

山本放鳥拠点
H21.9.27 着手

放鳥の方法

コウノトリ ・ サイエンスカフェ （鶴見カフェ） のお知らせ

◆話題提供者：松田　聡　氏（読売新聞社豊岡支局）　

◆日　　　時：平成２１年１１月１５日（日）　１６：００～１７：３０

◆場　　　所：サンストークアベニュー内 なごみ茶屋（豊岡市中央町３－３７）

◆定　　　員：約２５名（申し込みは不要です。当日、会場にお越しください。）

　　　　　　　※コーヒー等の飲み物・ケーキ代　５００～６００円程度が必要です。
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　１０月２７日に豊岡市佐野の円山川

浅瀬に、１６羽のコウノトリが集まっ

ていました（写真４）。

　昨年も１０月１９日に、同じく円山

川のもう少し下流の浅瀬で同じような

光景が見られました。

　秋の豊岡の風物詩となってきたよう

です。

よみがえる風景　今年もまた･･･
ことしふうけい

写真４　１６羽のコウノトリ　　　（撮影：豊岡市在住　北垣和一氏）
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コウノトリの郷公園　開園１０周年
かい　えんさと　　こう　　えん しゅう　ねん

唐川放鳥拠点で試験放鳥（段階的放鳥）

　１０月３１日午前、豊岡市但東町唐川付近でのコウノトリの定着をめざし、

７月から放鳥拠点で飼育してきた２羽のコウノトリ J0400（2005 年生れ、オ

ス）と J0398（2005 年生れ、

メス）を放ちました。コ

ウノトリファンクラブ会

長の柳生博さんたちをは

じめ関係者が見守る中、

地元住民、児童の皆さん

で拠点のネットを開放す

ると、大空をめざし大き

くばたきました（写真３）。

記念式典及びシンポジウムの開催

　コウノトリの保護増殖・野生復帰が大きく進む中、１０年という節目を迎えて１０月

３１日に豊岡市民会館文化ホールで記念式典を行いました (写真１）。

　また、「人と自然の共生できる地域づくり」をテーマに、議論を深めるためのシンポジ

ウムを行いました（写真２）。

　試験放鳥の検証報告　

　　　発表者：兵庫県立コウノトリの郷公園主任研究員　大迫義人

　生物多様性条約第１０回締約国会議（ＣＯＰ１０）について

　　　発表者：ＣＯＰ１０支援実行委員会事務局次長　浅田孝男氏

　基調講演Ⅰ

　　　演　題：「人と自然の共生　ーコウノトリが教えてくれたことー」

　　　講　師：兵庫県立人と自然の博物館館長　岩槻邦男氏

　基調講演Ⅱ

　　　演　題：「里地・里山が育む自然と文化」

　　　講　師：国連大学高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティングユニット所長

　　　　　　　あん・まくどなるど氏

　パネルディスカッション

　　　テーマ：「人と自然の共生できる地域づくり」

　　　コーディネーター：増井光子（兵庫県立コウノトリの郷公園長）

　　　パネラー：○あん・まくどなるど氏（上掲のとおり）

　　　　　　　　○佐藤　哲氏（長野大学環境ツーリズム学部教授）

　　　　　　　　○中瀬　勲氏（兵庫県立人と自然の博物館副館長）

　　　　　　　　○鳥居敏男氏（環境省　生物多様性地球戦略企画室長）　

　多くの方に参加していただき、とても盛大に行うことが

できました。紙面をお借りして、深くお礼申し上げます。

どうも有難うございました。 

写真１　たくさんの方に来ていただきました

写真２　試験放鳥の検証報告　大迫主任研究員

写真３　大空へ飛び立つ２羽のコウノトリ

J0400 
2005.04.30 生
オス

（右脚：青、左脚：黄黒黒）

（羽の印　内：黄、外：黄）

J0398 2005.04.06 生
メス

（右脚：青、左脚：黒緑青）

（羽の印　内：青、外：緑）
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